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はじめに 
 

会長 岡村定矩（元東京大学・法政大学） 
前会長 縣 秀彦（自然科学研究機構 国立天文台） 

 
 第 32 回天文教育研究会・2018 年日本天文教育普及研究会年会は、8 月 5 日~7 日の 3 日

間の日程で、横浜市港北区にある慶應義塾大学日吉キャンパスにて 163 名の参加者を得て

行われました。全部で 63 件の口頭・ポスター発表と ISAS/JAXA の吉川真さんによる「は

やぶさ 2」の特別講演があり盛会のうちに終了しました。委員長の飯塚礼子さんをはじめ実

行委員の皆さまには大変お世話になりました。心よりお礼を申し上げます。新会長の岡村

は、年会初日の代議員総会で会長に選出されたばかりで、初めて参加した年会に大きな刺

激を受けました。 
 今回のメインテーマは、「みんなで楽しむ天文・宇宙」でした。視聴覚に障害のある方々

が楽しむための取り組みに関する初日のテーマセッションは、まさに本会だからできたセ

ッションと感心しました。2 日目には 5 つのワークショップが開催され、またメインテーマ

について話し合うグループディスカッションが行われました。全体テーマセッションの招

待講演では、「みんなで楽しむ天文・宇宙の楽しみ方」のさまざまな例が報告され、会場が

爆笑の渦になる場面もありました。3 日目の一般講演終了後の総括セッションで、縣より役

員の新体制がまとめて提示され、続いて初めて年会に参加した岡村が感想を述べました。 
 2 日目の夕方には、任意団体の天文教育普及研究会の総会が開かれ、昨年の総会にて修正

を承認された会則に基づき、この総会の終了を以って任意団体が解散しました。引き続い

て、法人化した一般社団法人日本天文教育普及研究会の最初の会員全体集会が開かれまし

た。法人化してからは代議員総会が最高議決機関となり、会員全体集会では議決は行われ

ません。しかし会員全体集会は、会員同士、また会員と執行部が顔を合わせて意見を交換

できる貴重な場です。今回は、任意団体の総会もあったので十分時間が取れませんでした

が、次回からはもっと時間が取れると思います。 
会員全体集会の後の懇親会は新法人設立記念パーティとして開催されました。日本天文

学会の林左絵子副会長、日本公開天文台協会の安田岳志会長、日本天文愛好者連絡会の田

中千秋氏（コンタクトパーソン）、日本プラネタリウム協議会の長谷川好世会長（代読：弘

田澄人様）よりお祝いのご挨拶をいただきました。あちこちで話の輪が広がり、あっとい

う間に時間が過ぎました。昼間のセッションに加えて、参加者間の情報交流や今後に向け

ての議論が深まったのではないでしょうか。 
本集録は文字通り熱い 3 日間の記録です。今後の皆さんの活動に役立ててください。来

年の天文教育研究会は、大西浩次さんが実行委員長で、長野県志賀高原において行われる

予定です。多くの皆さんが今後 1 年間の活動の成果とともに参加され、今回同様充実した

研究会になることを願っています。会員の皆様には、各支部での活動や地域での活動、さ

らには分野ごとの活動やワーキンググループ活動にも積極的に参加してください。また、

メーリングリストや「天文教育」誌等を通じて情報交換と議論の深化もお願いします。 

－ 6 －



 

実行委員長挨拶 

実行委員長 飯塚礼子（明星大学/日食情報センター） 

 

今回のテーマは「みんなで楽しむ天文・宇宙」です。テーマの文言は漠然としていて、受け取

る側にとっていろいろな解釈がありえるでしょう。しかしこのテーマに至ったのには深い意味が

あるのです。関東支部での年会開催に当り、学校教育、社会教育、一般普及のそれぞれの立ち位

置から参加できる内容で、これからの教育・普及やその活動が「目指すもの」、「ありかた」につ

いて、新たに前進していきたいからです。 
最近の関東支部会では，会員でない方の参加者が増えたことで全体の参加者は増えています。 
しかし，その場は盛り上がるものの不完全燃焼のままで次への展開につながらず，また会員増に

もなかなか至っていません。それは，会員でない方が求めていることと当会の方向性とに開きが

あり，会員も含め当会に何を求め，どのように活用して良いのかが鮮明になっていないからかも

しれません。また支部会のテーマに，「教育」を掲げると一般の方が遠のき，「普及」を掲げると

教育関連の参加者が遠のく傾向もあります。 
そこで第 32 回天文教育研究会では，「目指すもの」や「ありかた」を絞るのではなく，あえ

て「天文・宇宙」と視野を広め，会員でない方や会員でも当会を活用していない方々と一緒に，

これからの「教育」も「普及」もみんなで楽しむという観点で，議論し，共有し，新たに前進す

る機会にしたいと考えて、テーマを「みんなで楽しむ天文・宇宙」としました。 
年会では、天文最前線として JAXA の吉川真さんに「小惑星リュウグウに到着した「はやぶ

さ２」のミッションと広報」という題でご講演をいただきました。テーマセッション招待講演で

は、同じく JAXA の長谷川晃子さんに「七夕に願いをのせて～JAXA 手話案内ツアー」という

題でご講演をいただきました。初日の 8 月 5 日に限り、情報保障として手話通訳および UD ト

ークによる文字情報のスクリーン投影を行いました。 
2 日目午前には 5 件のワークショップをそれぞれ 2 回行っていただき、多くの方が複数参加し

てくださいました。同日午後にはテーマセッションとして招待講演を６件行いました。この中に

はネット中継を通しての講演もありました。その後、参加者全員によるグループディスカッショ

ンを開催しました。「ワールドカフェ」という手法で 1 グループ 5 名ほどの人数で話し合うグル

ープディスカッションです。メインテーマ「みんなで楽しむ天文・宇宙」から 4 つの設問「天

文・宇宙そのものを、“みんなで楽しむ”」、「天文・宇宙を通して、“みんなで楽しむ”」、「これか

らの天文の教育・普及が目指すもの」、「これからの天文の教育・普及は、どうあるべきか」を設

け、分野に捕らわれず自由に意見を述べ、グループ別に模造紙に記載したり付箋でメモを貼った

りしながら議論を進めました。途中でグループをシャッフルしメンバーを変えて議論を行いまし

た。皆さんが自主的に様々な立場でお話しされている様子が伺え、参加型の年会として有効であ

ったと考えています。 
一般の発表は、WG 報告を合わせて 49 件でした。ご講演いただきました皆様、発表者の皆様、

ご参加くださいました皆様に実行委員一同、感謝を申し上げます。本当にありがとうございまし

た。さらに、本会には多くの協賛企業様から協賛金を頂きました。協賛金は学生参加者のアルバ

イト代、招待講演者の旅費・謝金および情報保障費（手話通訳）に使用いたしました。本紙をか

りまして、厚く御礼申し上げます。 
年会の様子をこの 1 冊にまとめました。ご覧いただき年会を振り返っていただきたく存じま

す。また、この冊子をご覧になり、皆様の今後の一助になれば幸いです。 
 

－ 7 －



－ 8 －



－ 9 －



－ 10 －



－ 11 －



－ 12 －



－ 13 －



－ 14 －



－ 15 －



－ 16 －



－ 17 －



－ 18 －



－ 19 －



－ 20 －



－ 21 －



－ 22 －



－ 23 －



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

集
 
合

 
写

 
真

 

2
0
18

年
8
月

5
日

 
 

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
6
14

号
教
室
に
て
 

－ 24 －


